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研究成果の概要（和文）：　世界言語構造地図(WALS)のデータをもとに、語強勢の位置と主要部と補部の語順が相関す
ることを示した。
　主要部と補部の語順として、語（接辞と語幹）、名詞句（名詞と属格修飾部）、前置詞句／後置詞句（前置詞／後置
詞と名詞）、動詞句（動詞と目的語）、従属節（従属接続詞と節）、という５つの範疇で、語から従属節へと範疇が大
きくなるにつれて、主要部－補部の主要部先行語順を持つ言語が地理的、段階的に増えていくことを示した。
　さらに、語頭近くに強勢を持つ言語は、補部－主要部（主要部後行）の語順をとり、語末近くに強勢を持つ言語は、
主要部先行の語順をとる傾向があることを示し、この相関を生成文法によって説明した。

研究成果の概要（英文）： Based on the data in the World Atlas of Language Structures (WALS), it is argued 
that word-stress location correlates word order between head and complement.
 The word orders in five categories, word (affix-stem), noun phrase (noun-genitive modifider), 
prepositional/postpositional phrase, (preposition/postposition-noun), verb phrase (verb-object) and 
subordinate clause, are investigated. As the category is larger, the ratio of languages with head-initial 
order is larger. Languages with word-initial stress tend to have head-final order while languages with 
word-final stress tend to have head-initial order. This tendency is statistically significant.
 The correlation between word-stress location and head-complement order is explained in terms of cyclic 
movement of complement, which is constrained by the stress location of the head-final constituent.

研究分野： 英語学・言語学（音韻論・統語論）
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１．研究開始当初の背景 
 統語構造から音韻構造への写像に関して
は、Selkirk (1984), Inkelas and Zec (1995)など
の研究があったが、Tokizaki (1999, 2008) では、
構成素境界を音韻的境界に写像することを
提案した。その中で、連濁などの現象から、
写像が枝分かれ方向によって非対称である
ことに着目し、この非対称性が音節構造や語
順など多くの特徴に関係しているという着
想を得た。 
 また、強勢位置と語順の相関関係について
は、Bally (1944)に始まり、Lehmann (1973), 
Donnegan and Stampe (1983), Plank (1998) な
どの記述的研究が散発的にあったが、対象と
する言語が限られており、理論的な研究はな
かった。本研究では、World Atlas of Language 
Structures などのデータベースを利用して世
界の言語の音韻と形態統語の特徴を分析す
る。 
 
２．研究の目的 
(1) 形態統語構造から音韻構造への写像にお
ける枝分かれ構造の非対称性を提案し、強勢
位置が、形態から統語、談話までの各構成素
の線的順序を決定するという仮説を提示す
る。 
 
(2) この非対称性と順序決定の仮説を、英語
及び世界の諸言語について、共時的・通時的
に実証し、音韻論・形態論・統語論・談話構
造・類型論・歴史言語学・言語習得にわたる
主要部と補部の語順の現象を統一的に説明
する。補部の指定辞位置への移動は、その結
果生じる複合語的構成素の強勢位置が、その
言語の無標の語強勢位置と同じ場合のみ許
されるという仮説をデータで検証し、語強勢
位置から各主要部パラメタの値を導くこと
で、主要部パラメタ自体は不要であることを
示す。 
 
３．研究の方法 
(1) インターネットを含めた国内外での文献
収集と整理、および音韻論・形態論・統語論・
類型論・歴史言語学・言語習得にわたる理論
的研究を年度ごとに各分野を順次、あるいは
並行して進める。 
 
(2) 各段階での成果発表を国内外の専門的学
会で行いながら、参加者との討論や懇談など、
そのフィードバックによって進めていく。 
 また小規模の専門的研究会やワークショ
ップを公開で主催し、研究成果の検討と意見
交換を行い、情報収集にも当てる。 
 成果は逐次論文の形で雑誌や書籍、インタ
ーネット上で公表する。 
 
４．研究成果 
(1) 統語構造から音韻への非対称写像 
 統語構造から音韻への写像が非対称であ
ることを、日本語の連濁、オランダ語の複合

語の接辞、オランダ語の疑似抱合、英語の構
成素移動に対する左枝の条件などの音韻、形
態、統語現象に基づいて示した。 
 
(2) 音韻と語順の相関 
 World Atlas of Language Structures のデータ 
(Dryer 2005, Goedemans and van der Hulst 
2005)をもとに、語強勢の位置と主要部と補部
の語順が相関することを示した。 
 まず、主要部と補部の語順として、語（接
辞と語幹）、名詞句（名詞と属格の修飾部）、
前置詞句／後置詞句（前置詞／後置詞と名
詞）、動詞句（動詞と目的語）、従属節（従属
接続詞と節）、という５つの範疇について調
査した。その結果、語から従属節へと範疇が
大きくなるにつれて、主要部−補部の主要部
先行語順を持つ言語（図１から図５では赤い
印の言語）が地理的、段階的に増えていくこ
とがわかった。 
 
図１：語（接辞と語幹の順序） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２：名詞句（名詞と属格修飾部の順序） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３：前置詞句／後置詞句（前置詞／後置詞
と名詞の順序）（容量制限のため省略） 
 
図４：動詞句（動詞と目的語の順序） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図５：従属節（従属接続詞と節の順序） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、これらの語順の移り変わりが語強勢
の位置（図６）と相関していることを示した。 
 
図６：語強勢の位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６では、語の最初の方に強勢を持つ言語は
青い印、語の最後の方に強勢を持つ言語は赤
い印で示している。図１から図５と図６を比
較するとわかるように、図６で青く示される
語の最初の方に強勢を持つ言語は、図１から
図５でも青い印の補部−主要部（主要部後行）
の語順をとり、図６で赤く示される語の最後
の方に強勢を持つ言語は、図１から図５でも
赤い印の主要部−補部（主要部先行）の語順
をとる傾向がある。この傾向は、統計的に有
意であることがわかった。 
 
(3) 語強勢位置と語順が相関する理由 
 語強勢位置と語順が相関するのは、次の理
由によると説明できる。補部—主要部の語順
を持つ構成素は、非対称写像により緊密に結
びつく複合語的な性質を持っている。また、
統語構造の一番深い要素に強勢が置かれる
という原理のため、補部が強勢を受ける。 
複合語的な補部—主要部の語順を持つ構成素
は、語の強勢位置が語頭に近い言語では許さ

れるが、語末に近い言語では許されない。よ
り大きな構成素になれば、補部—主要部の語
順では、主強勢の位置が構成素の末から構成
素の前方に移動していくため、語強勢が語末
に近い言語は、段階的に主要部−補部の語順
を取るようになる。これは、循環的に起こる
補部の指定辞位置への繰り上げ移動が、語強
勢位置に平行する構成素内の強勢位置に対
する制約によって阻止されるものと考えら
れる。 
 
(3) 語強勢位置と複合語の生産性 
 複合語が生産的である言語は語強勢が語
頭寄りであり、複合語が生産的でない言語は
語強勢が語末寄りであることを示した。これ
は、補部−主要部の語順を持つ構成素は音韻
的に緊密に結びつくという非対称写像によ
って複合語が出来るためである。よって、語
強勢位置と語順と複合語の生産性が相関す
ることになる。 
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国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://toki.nagomix.net/j/ 
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